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【見どころ① －猿面茶室－】

名古屋城二之丸御殿にあった「猿面茶室」を復元している。待庵･

如庵と並んで茶室として最も古く注目すべき遺構で、国宝にも指定

されていたが、昭和20年(1945)、戦災焼失した。もとは清須城内に

営まれていたが、慶長15年(1610)、名古屋城内に移築され、上使の

接待場にあてられていたと伝える。明治に至って城内の建築物が払

い下げられ、のちに末森入舟山(現・千種区見附町)に移築したが、

明治13年(1880)、名古屋博物館(後の愛知県商品陳列館)にこれを寄

付、さらに昭和８年(1933)、鶴舞公園内に移設された。
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【見どころ② －鎖の間－】
天井から炉の上に鎖を吊って釜が掛けら

れるようにしてあったところからこの名が
ある。この部屋では四季を通じて釣釜がも
ちいられた。茶室と書院（広間）の中間に
位置する座敷で、性格的には書院に属し、
接待などに半ば公式的に使われた。
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【見どころ③ －能舞台－】
御殿の広間の前庭には能舞台が設けられ

ており、慶事や公式行事の際には必ず能が
演じられ、それを見ながら宴は進められ
た。そのため大名家には能役者が召抱えら
れ、各種の曲目に応じられるように、いろ
いろな装束・能狂言面・小道具が備えられ
ていた。
正月2日(後に3日)には幕府で「謡初め」

が行われ、大名家でも年中行事とされた。
大名自身も謡い、時には自ら舞うこともあ
り、能は必須の教養とされていた。

【見どころ④ －婚礼調度－】
奥道具の代表は、大名家に嫁いだ姫君たちが持参した婚礼調度である。婚礼は武家にとって政治力や財力、家の格式を

象徴する、最も華やかで重大な儀式であった。婚礼の際は、身の回りで用いられる調度類一式が、統一された意匠のもと
に用意された。豪華な蒔絵の調度品（香道具・化粧道具・文房具・飲食器・遊戯具・楽器など）をはじめ、絵画や書籍と
いった品々も武家女性の教養やたしなみに必須であり、その種類は多岐にわたる。
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